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当
法
人
に
と
っ
て
は
設
立
三
年
目
に
し
て

は
じ
め
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
で
あ
っ

た
が
、
予
定
の
五
十
名
を
は
る
か
に
超
え
る

九
十
余
名
の
参
加
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と

が
出
来
、
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
関
心
の

音
同
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

私
ど
も
は
こ
こ
数
年
、
認
知
症
予
防
活

動
の
啓
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

や
っ
と
こ
の
た
び
の
改
正
介
護
保
険
法
の

中
に
介
護
予
防
が
重
点
的
に
設
定
さ
れ
、
「認

知
症
予
防
」
と
い
つ
活
字
が
始
め
て
陽
の
目

を
見
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
私
ど
も
の
活

動
に
呼
応
し
て
と
り
組
ま
れ
た
い
く
つ
か
の

自
治
体
な
ど
の
「
認
知
症
予
防
教
室
」
に
つ

い
て
の
報
告
と
、
一こ
れ
か
ら
の
展
望
な
ど
に

つ
い
て
五
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
二
件
の
フ
ロ

ア
ー
発
言
を
交
え
、ま
た
会
場
参
加
者
か
ら

の
質
疑
も
含
め
て
二
時
間
み
っ
ち
り
と
充
実

し
た
も
の
と
な
っ
た
。

詳
細
は
当
日
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
テ
ー

プ
に
吹
き
込
ん
だ
も
の
を
基
礎
に
小
冊
子

を
作
成
す
る
運
び
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
ラ号
し
で
は
発
表

さ
れ
た
報
告
の
特
徴
的
な
こ
と
を
紹
介
し

た
い
。

二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
早
く
も
取
り
組

ま
れ
た
宇
治
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社
で
は
、

増
田
方
式
を
基
礎
に
し
な
が
ら
一般
的
な

健
康
管
理
に
関
す
る
講
座
も
含
め
、
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
な
く
多
く
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支

援
を
得
な
が
ら
、
認
知
症
予
防
に
関
す
る

理
解
者
を
地
域
に
広
め
た
。

泉
南
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

「な
で
し
こ
り
ん
く
う
」
と
コ
ハ
尾
の
郷
」
双

方
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、地
域
性
に
配
慮
し

て
認
知
症
の
レ
ベ
ル
を
そ
ろ
え
ず
に
希
望
者

に
参
加
し
て
も
ら
う
方
式
に
し
た
た
め
、
き

め
細
か
な
配
慮
と
工
夫
を
必
要
と
し
た
が
、

非
常
に
多
く
の
地
域
で
認
知
症
予
防
教
室

を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

八
幡
市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
た

形
で
進
め
ら
れ
、増
田
先
生
の
速
攻
法
に
よ

り
了

互
ア
ル
ど
お
り
の
教
室
を
開
催
し
、
ニ

十
回
五
ヶ
月
の
教
室
を
通
し
て
利
用
者
の

Ｍ
Ｍ
Ｓ
テ
ス
ト
の
結
果
が
平
均
”
点
上
昇

す
る
と
い
つ
画
期
的
な
成
果
を
生
ん
だ
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト
」
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
本
津
町
内
に
会
場

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
開
設
し
た
予
防

教
室
は
、
ま
っ
た
く
行
政
な
ど
か
ら
の
助
成

も
な
く
法
人
の
独
自
財
源
で
運
営
し
た
た

め
、
資
金
的
な
や
り
く
り
が
困
難
で
は
あ
っ

た
が
、
地
域
を
越
え
た
参
加
希
望
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
ゃ
、
期
間
中
二
十
二
名

の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
出
来
た

と
い
つ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。

な
お
フ
ロ
ア
ー
か
ら
の
報
告
で
は
京
都
府

与
謝
野
町
（旧
加
悦
町
）
と
城
陽
市
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
度
坂
友
愛
ホ
ー
ム
の
取
り

組
み
も
報
告
さ
れ
た
。

今
後
ま
だ
ま
だ
認
知
症
罹
患
者
が
増
え

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
の
時
代
に
、地
域

ぐ
る
み
で
認
知
症
の
早
期
発
見
の
仕
組
み

を
つ
く
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
認
知
症
の
進

行
を
く
い
と
め
る
予
防
教
室
を
、全
国
津
々

浦
々
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
。

（コ
ー
デ
ィ
不
―
タ
ー
　
松
島
慈
児
）

認
知
症
を
早
期
で

く
い
と
め
よ
う
！

～
認
知
症
予
防
教
室
を
増
や
す
た
め
に
～

五
月
二
０
日
（土
）
午
後
、
「ゆ
め
り
あ
う
じ
」
を
会
場
に
法
人
の

第
二
回
通
常
総
会
に
続
き
、右
記
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

認知症は
予防の時代

医療、介護の対象としてのみ考

えられてきた認知症ですが、脳活

性化訓練で進行を食い止め、予

防できる、笑顔に戻れることが明

らかになりました。

6年前、91歳で亡くなった母も

晩年認知症で、本人は勿論、家族

も大変でした。当時、内科医の弟

や私も、医療として症状を捉える

事ができても、早期の予防には考

えが及ばず残念な晨 がヽ残ります。

一昨年京都で開かれたアルツ

ハイマー病国際会議におしヽて、認

知症 |よ予防の時代に移ったとア

ピールされました。この会議に当

法人もポスターセッションで発表、

予防の実証に大きな反響があり

ました。

また、今年5月のシンポジウムは、

認知症予防ネット2年間の集大成

というに相応しく、満員の盛況で

スリーA方式を中心とした脳活性

イしの取組みにつしヽて、内容ある

話し合いが行われ、京都南部か

ら他の府県に広く認められつつ

あることを感じました。

認知症を早期にくいとめる予

防教室の設置を働きかけること

を市民の立場で推進して行くべ

きだ拷 えます。
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1認知症予防の啓発広報
Fn~果 (認知症)予防教室 (増田方式)に関する調査研究報告書』

(高齢社会をよくする女性の会・京都制作)を、約200冊配布
ホームページの維持管理 =月 1回～数回の更新

機関紙の発行 年間1000部 X3回

2自治体や福祉関連事業者ヘ

認知症予防教室開催の提言

*今年4月 の介護保険法の改正に伴い、介護予防がしっかりと位

置づけられ、介護予防を進めるためのマニュアルの中に認知症

予防が含まれたの■ 全国自治体の首長に宛て、「痴呆 (認知症)

予防教室 (増 田方式)に関する調査研究報告書」と、認知症予

防への取組み提言および、アンケートを発送。1月 末から約1週

間で全国2160(1月 の自治体数)の市区町村すべてに発送。

*その他、個人的提言  2件

3講演会、認知症予防教室への講師派遣
*講演会への講師派遣=講演9回、ミニ講演18回

*教室へのスタッフ派遣=木津27回、城陽20回、八幡23回、

加悦町3回

木津・物忘れ予防教室 開催
4月 5日 第1回教室開始。20回 の教室を8月 16日 に終了。
終了後は毎月1回のOB会を開催。

八 幡市からの委託事業

認知症予防教室開催 会議等を除く実働日数は31日超。
7月 28日 (金)第 1回教室開始。12月 9日 に終了。その後1月 、2月 、
3月 とOB会を自主運営。

4認知症予防に関する講演会等の自主開催
*自主講演会の開催は、5月 に1回、7月 に2回。

参加者の約3割の方からご記入いただき、

貴重なご意見や励ましに一同感謝しております。
これからの活動に生かしてまいります。

乞う、ご期待 !!

第二回通常総会
日時 :平成18年年5月 22日 (土 )

場所 :宇治市「ゆめりあうじ」

●第一部 総会

議 事

第1号議案

平成17年度事業報告
第2号議案

平成17年度決算報告・監査報告

第3号議案

任期満了後7月 1日 よりの役員紹介
第4号議案

平成18年度事業計画案

第5号議案

平成18年度予算案

●第二部 言己念シンポジウム

「認知症を早期でくいとめよう
一認知症予防教室を増やすために一」

・シンポジスト

関村恭代さん
字治市福祉サービス公社介護予防サポートセンター

福本浩子さん

泉南市地域包括支援センターなでしこりんくう

杉 山美雪さん

泉南市地域包括支援センター六尾の郷

倉谷昌枝さん
八幡市地域包括支援センター

松下市子
NPO法人 認知症予防ネット

・コーディネーター

松島慈児
NPO法人 認知症予防ネット
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啓発のための広報 (機関紙・ホームページ・チラシ配布)を継続する。

提言活動を活発にし、本格的予防教室でなくても協力する。

・デイサービスセンターや老人会等にもスリーA増田方式を活用するように、呼びかける。

・シンポジウムの記録を冊子化し、アンケートで資料を欲しいと意思表示した80の 自治体に送付・提案事

業とする。冊子は200冊程度作成し希望者に頒布する。

他教室への応援は、城陽「友愛ホーム」「八幡市社協」に(各3人20回 )定期派遣の予定。その他、京都府

内に限らず教室開設団体には積極的にアレ イヾスに出Fnlきたい。積極的とは営利を目的にしないことであり、

第1回予定は吹田市。

講演会の自主開催を実施するよう心力ヽ する。

基盤整備の充実として
。会員増強のため「入会のご案内」やリーフレットを作成し、配布する。

・事務量の偏りを平衡化する。

・非常勤専従事務員の設置を検討する。

・赤字解消のために助成金の申請をする。

木津教室の第2期

昨年8月 で第1期教室を終了してOB会を月に1回 開いている。その中での変化として、OBの参加が2名

に減少し、新規参加力i4名と変化がある。

木津に隣接する加茂町や京田辺市、宇治田原町からも行政区域をこえた参加があるので、現実に合っ

た広報を行って、第2期木津教室の開催を目指したい。

平成18年 5月 20日 (■)0会 において

上記の通り
'咸

1蒔度の決算驚各をいたします。   会  8t

本会計の螢査を行い、正確旦つ適工てあることを2めます。会計監査

蜀
⑨

継

　

　

参

口
　

　

島

●

　

　

松

科   目 差額Kaも)

事
業
費

知 症 予 防 の 啓 発・広 報 600000 3606フ0 2,9330
60000 445694 -385694

【遣 240000 2151642 -1911642
552204 -3272

その他必要な事業 1980000 1 98QO∞

4ヽ   肩 3106.000 3● 10210 405210

管

理

費

人件費 600J抑 0 21Q000 3S0500

:信運搬交通費 124p¨ 233044 -164044
「務消耗品費 26∞0 -4211

′:ヽ    計 750000 506661 18o,33'

当 期 支 出 合 計 (C) 3,855 0Ю Ю 4076.873 221873

当 期 収 支 差 額 (A―C, 212940 486060 -25312Ю

次年度繰越全くB― C) O 253120 ～253120
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一輸］一”．”．７‐日，・一

鉾準■1時
ポリ マ織 【習 奪撃 ‐
教室/本津町//本津教室OB会      ‐

教室/A幡市/八幡教室OB会 |  ‐

教室支援/城陽市/NPO法人友愛ホ■ム |
5日・12日・19日 :26日      ‐

f帽 ●[會I兆婚猾甲T
17日 教室/八幡市/八幡教室OB会

5月 ,百 ‐教

==接
ィ城傷市/｀ 10法人麦愛示■

^61碁9日
‐
教室/本津町//本津教室0し会  | ■  |

:::1禦須語領詰舞舗パ9れ ‐
2o日 1広報

`ヽ
津町/兜台自治会餅つき大会| ・

‐               || ‐      |  ‐

3月 1日 |

17日

8日

1001

11日

◎

日

日

日

Ｂ

．

４

５

５

６

月６

29日 (本 )

7月  2日 〈日)

8月 ■日(火 )

198〈土)

10月 ‐ 3日 (火 )

14日 (■ )

教壼ノ木津町/本津教室
OB会  ‐

1講演/大阪市/1園芸療沐研
究会 ■       |

講演/滋賀県彦根市/デイ
|サービスセンタ‐

講演/宇治市/介護者の会

鼈 1義‐鬱瘍攀瘍瘍輻幸
会員募集

認知症高齢者の増加が見込まれる中、私たちは、認知症予防教室の全国津々

浦々への拡大を願い、スリーA方式による成果の素晴らしさを広報するために、

NPO法人を立ち上げました。

趣旨にご賛同くださる方は、ぜひ会員となつて、活動を支えてください。

詳しくは事務所へお問い合せください。

(1)正会員 ――入会金 2.000円
'    年会費 6.000円

1,000円

(1□ )2,400円 1日以上

3,000円

(1□ )24,000円 1□以上

痴果(認知症)予防教室(増日方式)に関する調査研究報告書

当法人の友好団体である「高齢社会をよくする女性の会・京都Jでは、平成16

年度の厚生労働省補助事業として、(株)UFJ総合研究所に委託し、認知症予

防教室(スリーA方式)について調査研究を行つた。この報告書は当法人でも

実費 郵送費込み(500円 )で取次ぎ中。

(2)

金
費
金
費

韻
絵
摯
絵
絵

動
囲

囲

正 会 員  75名

賛助会員  79名

団体会員  3名

(4月 1日現在 )

T611-0031
宇治市広野町一里山 15-10

匝]0774-45‐ 2835日国077445-2793
電子メールは…hfO@n yobO net

遅
い
朝
食
を
し
な
が

ら
新
間
を
め
く
っ
て
い

る
と
、
「高
齢
社
会
を
よ

く
す
る
女
性
の
会
」
と
い

う
文
字
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
‥
，

あ
れ
か
ら
三
年
、
今

は
こ
の
会
か
ら
さ
ら
に

認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト
の

メ
ン
パ
ー
と
な
っ
て
、
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
。

・
‥
予
防
教
室
で
の
お
仲
間
さ
ん
達
の

笑
顔
は
と
っ
て
も
す
て
き
だ
。
小
声
で
返

事
を
さ
れ
て
い
た
方
が
、
ゲ
ー
ム
で
お
腹

を
抱
え
て
笑
い
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の

一時
で
は
、
そ
の
日
に
着
て
来
ら
れ
た
手

編
み
の
セ
ー
タ
ー
の
講
習
を
し
た
り
、

お
総
菜
の
話
を
し
た
り
、
あ
る
時
は
季

節
の
お
花
づ
く
り
の
話
を
、
お
仲
間
さ

鱈
誘

訴

舞

藁

顔
で
お
別
れ
す
る
‥
・

予
防
教
室
の
成
果
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
、
な
る
だ
け
多
く
の
方
を
引
き
戻
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
‥
・

一
日
も
早
く
京
都
市
内
で
予
防
教
室

を
開
設
し
た
い
と
、
今
日
も
教
室
に
い
そ

ぐ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（赤
松
）

ど
こ
の
港
に
も
、
待
って
い
る
人
が
い
る
！

笑
顔
を
も
れ
か
け
た
人
た
ち
が
待
っ
て

い
る
。
た
配
す
る
家
友
も
待
ち
わ
び
て

い
る
。
全
国
展
開
を
折
り
市
区
町
村
ヘ

ス
リ
Ｉ
Ａ
の
光
を
届
け
た
。
灯
台
の
光

を
頼
り
に
航
海
す
る
の
み
―
　
（お
丼
）


